
知識研修

実技研修

地域実践指導者

アドバイザー

鳥獣被害対策
アドバイザー

【対象】実施隊、地域おこし協力隊、JA職員、普及指導員等
【受講者数目標】３年間（R4-6）で20名程度
【目標】状況に応じた指導が可能
【研修内容】実施研修（集落環境点検・柵設置等各10回）

※６回以上受講 ⇒ 修了証発行

≪農林水産省登録≫
R4.6月末現在県内２名（古澤氏・小野寺氏）

【対象】市町村職員、実施隊、地域おこし協力隊、JA職員、
普及指導員、県職員等

【受講者数目標】毎年50名程度
【目標】基礎知識の習得
【研修内容】座学

山形県鳥獣被害対策指導者養成体系（R4～）イメージ（案）

地元等の特定フィールドで指導者として活動しながら、
実践経験を積み重ね、成功事例を蓄積
①基礎的な被害対策（柵設置方法等）について指導
②合意形成を含めた地域ぐるみの被害対策について指導

地域ぐるみで行う鳥獣被害対策支援事業等において、
アドバイザーとして活動

目標



委託

山形県鳥獣被害対策指導者養成カリキュラム（R4～）（案）

【R4-1】研修地区
・集落環境点検・ワーク
ショップ①（4ｈ）
・柵設置実習①（3ｈ）
【R4-2】研修地区
・集落環境点検・ワーク
ショップ②（4ｈ）
・柵設置実習②（3ｈ）

【R5-1】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
③（４ｈ）
・柵設置実習③（3h）
【R5-2】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
④（４ｈ）
・柵設置実習④（3ｈ）
【R5-3】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑤（４ｈ）
・柵設置実習⑤（3ｈ）
【R5-4】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑥（４ｈ）
・柵設置実習⑥（3ｈ）

【R6-1】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑦（４ｈ）
・柵設置実習⑦（3h）
【R6-2】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑧（４ｈ）
・柵設置実習⑧（3ｈ）
【R6-3】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑨（４ｈ）
・柵設置実習⑨（3h）
【R6-4】研修地区
・集落環境点検･ワークショップ
⑩（４ｈ）
・柵設置実習⑩（3ｈ）

R8

地域実践指導者

実
技
研
修

アドバイザー

知
識
研
修

①概論（２h）
②イノシシ（1.5ｈ）
③クマ（1ｈ）
④サル（1ｈ）
⑤シカ（1ｈ）
⑥ハクビシン等（1ｈ）
⑦合意形成（1.5h）

①基礎的な被害対策指導
②地域ぐるみの被害対策指導
地元等で被害対策の指導をし、
実践経験を積み重ねる
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効果検証により、カリキュラムの内容等

について検討する。

効果検証により、カリキュラムの内容等
について検討する。

R6R5 R7

集落環境点検６回、
柵設置実習６回 必修

R4
①概論（２h）
②イノシシ（1.5ｈ）
③クマ（1ｈ）
④サル（1ｈ）
⑤シカ（1ｈ）
⑥ハクビシン等（1ｈ）
⑦合意形成（1.5h）

①概論（２h）
②イノシシ（1.5ｈ）
③クマ（1ｈ）
④サル（1ｈ）
⑤シカ（1ｈ）
⑥ハクビシン等（1ｈ）
⑦合意形成（1.5h）

①基礎的な被害対策指導
②地域ぐるみの被害対策指導
地元等で被害対策の指導をし、
実践経験を積み重ねる

アドバイザー
として活動



山形県鳥獣被害対策指導者養成事業と地域ぐるみで行う鳥獣被害対策支援
事業の関連について（案）

地域ぐるみ
支援事業

指導者養成
事業

【新規】
講演会開催

・６地区各概ね４回の研修会開催
・地域住民向け

・知識研修
・実技研修：受講者に修了証（応用６回以上受講）を発行

講演会の開催
・内容：先進事例の普及
・対象：県内地区代表者
・回数：年１回
・開催方法：県内各地に会場設置

（ハイブリッドオンライン）

・講師：農林水産省
優良活動表彰地区代表
鳥獣被害対策アドバイザー

【地域主体での被害対策への取組み】

【指導者の養成】

【地区代表者に地域主体による
被害対策の重要性の意識啓発】

地域ぐるみで対策が
重要なんだ！

地域のみんなに
話をしてみよう！

被害対策に
取り組んでみよう！

地域で継続的な取組みが
大事なんだ！

被害の減少

地元等の特定フィールドで
被害対策を指導
①基礎的な被害対策指導
②地域ぐるみの被害対策指導

優良活動事例

各地でアドバイザーとして活動

地元の被害対策を
指導していくぞ！


